
 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和５年１２月７日（１７：００～１７：０５） 
 

 

  １．初期支援（はじめのかかわり） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 北澤、吉田、久保、寺居、大渕、平田、小籔 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 
個人チェック集計欄 よく 

できている 
なんとか 

できている 
あまり 

できていない 
ほとんど 

できていない 合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 
 
 

５人 ５人 ２人 ０人 １２人 

 

前回の改善計画  
職員により、ご利用者と関わりをもつ機会に多い少ないがあるので、朝礼、終礼や連絡帳の活用により情報の共有を図る。 

前回の改善計画に対する取組み結果  
朝礼、終礼や連絡帳の十分な活用により、職員間で情報を共有し、１人だけ知らなかったという状況が回避できた。 

 

◆今回の自己評価の状況 
個人チェック集計欄 よく 

できている 
なんとか 

できている 
あまり 

できていない 
ほとんど 

できていない 合計（総人数） 

① 
本人の情報やニーズについて、利用開始前

にミーティング等を通じて共有しています

か？ 
７ ５ ０ ０ １２ 

② 
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

まず必要としている支援ができています

か？ 
７ ５ ０ ０ １２ 

③ 
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通

いでの声掛けや気遣いができていますか？ 
 

８ ４ ０ ０ １２ 

④ 
本人を支えるために、家族・介護者の不安

を受け止め、関係づくりのための配慮をし

ていますか？ 
６ ６ ０ ０ １２ 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 
・つき１回の職員会議にて情報の共有し、ご本人ご家族に寄り添っている。 
・ご本人、ご家族の不安を理解し、早めの解決を心掛けている。 
・職員会議や連絡ノートにて情報共有し、利用開始前から話し合い、ご本人の不安が解消できる様支援して

いる。 
・ご本人、ご家族のご意向に添える様、ご家族との連携をとりご本人の思いも受け止め支援できている。 
・不安時等傾聴に心がけ、ご利用者の心身の状態や変化に合わせた支援を行う様努めている。 
・送迎の出発や帰着時間により朝礼や終礼に参加できない事も多いが、口頭や連絡ノートを活用して情報共

有に努めている。 
・サービス担当者会議や運営推進会議に参加されたご家族、ご本人よりご意見、ご要望を頂いた。 
・送迎時やフロアーでの会話からご本人の思いに触れたことを他職員と共有する様努めている。 
・サービス計画書に沿って何を必要とされているかを共有し、それに沿って支援できている。 

 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 
・日々の業務が忙しく、１日ご本人に付き添うことができず、空き時間や暇な時間を作って」しまっている。 
・他者との交流やコミュニケーションへの橋渡しが不十分で、帰宅願望がでるご利用者もおられた。 
・送迎やご利用者対応により、朝礼、終礼への参加が少なくなった分、連絡ノートや終礼ノートの内容をこ

まめに確認する。 
・情報共有が口頭で終わることがあり、全職員への周知につながらないこともあった。 

 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 
ご本人がまだ慣れていない時期に、レクリェーションの提供、会話の橋渡しを馴染んで頂けるように取り組

む。 
 

１ 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和５年１２月７日（１７：０５～１７：１０） 
 

 

２．「～したい」の実現（自己実現の尊重） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 北澤、吉田、久保、寺居、大渕、平田、小籔 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 
個人チェック集計欄 よく 

できている 
なんとか 

できている 
あまり 

できていない 
ほとんど 

できていない 合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 
 
 

３人 ６人 ３人 ０人 １２人 

 

前回の改善計画  
ご本人の「～したい」というお気持ちを聞き出し、コロナ禍ではあるが出来る限り実践出来るように努める。 

前回の改善計画に対する取組み結果  
「美味しいものを食べたい。」「季節を感じたい。」等のお言葉から、可能な限りおやつレクリェーションや

ドライブ季節の壁画をご利用者と共に作成することで「～したい」の実現につながった。 
 

◆今回の自己評価の状況 
個人チェック集計欄 よく 

できている 
なんとか 

できている 
あまり 

できていない 
ほとんど 

できていない 合計（総人数） 

① 
「本人の目標（ゴール）」がわかっています

か？ 
 

２ ９ １ ０ １２ 

② 
本人の当面の目標「～したい」がわかって

いますか？ 
 

０ ９ ３ ０ １２ 

③ 
本人の当面の目標「～したい」を目指した

日々のかかわりができていますか？ 
 

０ ９ ３ ０ １２ 

④ 
実践した（かかわった）内容をミーティン

グで発言し、振り返り、次の対応に活かせ

ていますか？ 
３ ８ １ ０ １２ 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 
・日々の会話や関わりの中で「～したい」というご意向が確認できている。またご自身でご意向を伝えられ

ない方には、ご家族からの聞き取りを行い、職員間で相談や検討ができた。検討された内容を季節の行事 
 や日々の楽しみに取り入れた。 
・ゆっくりお話を聞くことができにくい日もあるが、少しずつ時間をもてる様にしている。 
・行事レク等でご利用者が外出の機会が減った分、施設内で楽しんで頂けるイベントを行っている。 

 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 
・まだコロナ禍であり、他感染症にも気を付けなければいけない為、外出、外食、イベントへの参加が積極 
的に行えていない。 

・業務の忙しさを理由にしてはいけないが、「～したい」への導きへの努力が足りないとも考える。 
・実現困難なことや集団生活における難しさがあった。 

 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 
ご利用者全員の「～したい」を会話の中から聞き出し、実現につながる支援を行う。 
 

 

                                               ２ 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和５年１２月７日（１７：１０～１７：１５） 



 
 

  ３．日常生活の支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 北澤、吉田、久保、寺居、大渕、平田、小籔 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 
個人チェック集計欄 よく 

できている 
なんとか 

できている 
あまり 

できていない 
ほとんど 

できていない 合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 
 
 

６人 ５人 １人 ０人 １２人 

 

前回の改善計画  
各職員が、ご本人、ご家族との会話の中で「以前の暮らし方」を把握し、会議の中で情報を伝えあい情報の

共有に努める。 
前回の改善計画に対する取組み結果  
「以前の暮らし方」を日々の会話の中から聞き取り、月１回の職員会議で情報を共有することで、今まで以

上にご本人のバックグラウンドを知ることで、個性や考え方、思いを知ることができた。 
 

◆今回の自己評価の状況 
個人チェック集計欄 よく 

できている 
なんとか 

できている 
あまり 

できていない 
ほとんど 

できていない 合計（総人数） 

① 
本人の自宅での生活環境を理解するために

「以前の暮らし方」が 10 個以上把握できて

いますか？ 
３ ６ ３ ０ １２ 

② 
本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ

等の基礎的な介護ができていますか？ 
 

９ ３ ０ ０ １２ 

③ 
ミーティングにおいて、本人の声にならな

い声をチームで言語化できていますか？ 
 

５ ７ ０ ０ １２ 

④ 
本人の気持ちや体調の変化に気づいたと

き、その都度共有していますか？ 
 

７ ５ ０ ０ １２ 

⑤ 
共有された本人の気持ちや体調の変化に即

時的に支援できていますか？ 
 

７ ５ ０ ０ １２ 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 
・毎月の職員会議の中で個人個人の生活状況を情報共有し、把握できる様努めている。また以前の暮らし方 
 を把握できる様意識した。 
・急な体調不良やイレギュラーにも職員同士が協力し臨機応変に対応できた。 
・ご利用者の気持ちや体調の変化は、表情からよみ取り声掛け、情報共有し適切な介護につながっている。 
・日々の会話や送迎時、余暇の時間を活用した談話の中で、以前の暮らし方を知る機会がもてた。 

 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 
・独自で「以前の暮らし方」を１０個以上把握することはできていない部分がある。 

 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 
ご利用者、個人個人の基礎的な介護を今以上に身につけ、レベルアップにつなげる。 

 

３ 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和５年１２月７日（１７：１５～１７：２０） 
 

 

  ４．地域での暮らしの支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 北澤、吉田、久保、寺居、大渕、平田、小籔 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 
個人チェック集計欄 よく 

できている 
なんとか 

できている 
あまり 

できていない 
ほとんど 

できていない 合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 
 
 

２人 １０人 ０人 ０人 １２人 

 

前回の改善計画  
ソーシャルディスタンスを保ちつつ、規模を縮小しながら季節のイベントを開催する。 

前回の改善計画に対する取組み結果  
規模を縮小しながらの季節のイベント、ボランティアの受け入れ、おやつレクリェーション、誕生会等を開

催することでご利用者から「楽しかった。」とのお言葉を頂けた。 
 

◆今回の自己評価の状況 
個人チェック集計欄 よく 

できている 
なんとか 

できている 
あまり 

できていない 
ほとんど 

できていない 合計（総人数） 

① 
本人のこれまでの生活スタイル・人間関係

等を理解していますか？ 
 

０ １２ ０ ０ １２ 

② 
本人と、家族・介護者や地域との関係が切

れないように支援していますか？ 
 

２ １０ ０ ０ １２ 

③ 
事業所が直接接していない時間に、本人が

どのように過ごしているか把握しています

か？ 
０ ７ ５ ０ １２ 

④ 
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

の資源等を把握していますか？ 
 

０ ５ ７ ０ １２ 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 
・日々のご利用者の過ごし方はご本人、ご家族より聞き取り把握できている。また職員会議の中で情報共有 
 できている。 
・久御山町の催しに参加し、地域とのつながりをもって頂く努力はできた。 
・四季折々の風情を少しでも楽しんで頂ける様に、壁に季節の花の作成を手伝って頂き、壁画の前で写真撮 
 影等している。 
・規模を縮小しながらの季節のイベント、ボランティアの受け入れ、おやつレクリェーション、誕生会等を

行っている。 
・送迎時等にご近所の方に挨拶することで、ご利用者が地域との関わりを持ち続けられる様支援している。 

 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 
・自宅での様子はご家族が不在の事があり把握できないことがあった。 
・民生委員との関わりがないご利用者が多く、民生委員との接点がない。また地域の資源が十分に把握でき 
 ていない。 
・感染症があり、ご利用者の体調や日常生活動作を考慮すると季節を感じる行事やイベントへ参加できなか 

った。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 
ご本人、ご家族、介護者との会話の中での情報として、ご自宅やケアハウスでの日々の過ごし方の把握に努

め、チームで共有する。 
 
 
 
 

４ 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和５年１２月７日（１７：２０～１７：２５） 
 

 

  ５．多機能性ある柔軟な支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 北澤、吉田、久保、寺居、大渕、平田、小籔 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 
個人チェック集計欄 よく 

できている 
なんとか 

できている 
あまり 

できていない 
ほとんど 

できていない 合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 
 
 

０人 ６人 ４人 ２人 １２人 

 

前回の改善計画  
地域や社会とのつながりとして、コロナ禍である為、ご本人・ご家族のご意向を確認した上で、外出や外食

の機会をもっていきたい。 

前回の改善計画に対する取組み結果  
感染症の流行時期と重なる事があり、外食の機会はもてなかったが、時期をみて外出の機会をもつことはで

きた。 
 

◆今回の自己評価の状況 
個人チェック集計欄 よく 

できている 
なんとか 

できている 
あまり 

できていない 
ほとんど 

できていない 合計（総人数） 

① 
自分たち事業所だけで支えようとせず、地

域の資源を使って支援していますか？ 
 

０ ８ ２ ２ １２ 

② 
ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が

妥当適切に提供されていますか？ 
 

１１ １ ０ ０ １２ 

③ 
日々のかかわりや記録から本人の「変化」

に気づき、ミーティング等で共有すること

ができていますか？ 
１０ ２ ０ ０ １２ 

④ 
その日・その時の本人の状態・ニーズに合

わせて柔軟な支援ができていますか？ 
 

９ ３ ０ ０ １２ 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 
・ニーズに沿って「通い」「訪問」「宿泊」サービスは適切に提供している。また満足して頂いている。 
・ご本人の変化については、日々の記録、連絡ノート、終礼ノートを活用し情報共有し次の必要な支援につ

なげることができた。 
・ご本人、ご家族とのつながりを大切にし、安心して生活を送って頂ける様支援している。 

 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 
・他の事業所との連携とはなかなかつながらないこともあり、地域資源の活用が不十分であった。 
・感染症が流行り外出や外食の機会をもって頂けなかった。 

 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 
今以上に地域の資源の把握に努め、日々の「～したい」の実現や楽しみを持って頂ける様資源の活用に努め

る。 
 
 
 
 

５ 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和５年１２月７日（１７：２５～１７：３０） 
 

 

  ６．連携・協働 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 北澤、吉田、久保、寺居、大渕、平田、小籔 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 
個人チェック集計欄 よく 

できている 
なんとか 

できている 
あまり 

できていない 
ほとんど 

できていない 合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 
 
 

２人 ２人 ８人 ０人 １２人 

 

前回の改善計画  
感染予防に努め、お散歩や近隣の地域への外出の機会を増やし、地域の方との接点がもてるよう支援する。 

前回の改善計画に対する取組み結果  
外出の機会をもつことはできたが、地域の方との接点をもつことはあまりできなかった。 

 

◆今回の自己評価の状況 
個人チェック集計欄 よく 

できている 
なんとか 

できている 
あまり 

できていない 
ほとんど 

できていない 合計（総人数） 

① 
その他のサービス機関（医療機関、訪問看

護、福祉用具等の他事業所）との会議を行

っていますか？ 
４ ５ １ ２ １２ 

② 
自治体や地域包括支援センターとの会議に

参加していますか？ 
 

１ ２ ５ ４ １２ 

③ 
地域の各種機関・団体（自治会、町内会、

婦人会、消防団等）の活動やイベントに参

加していますか？ 
１ ３ ５ ３ １２ 

④ 
登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

が事業所を訪れますか？ 
 

０ ０ ２ １０ １２ 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 
・サービス機関との会議や連携に努め、必要なサービス提供を行っている。 
・花見や地域のイベントへの参加に努めた。 
・避難訓練等により消防署との連携は図れている。 
・自身の会議への出席はあまりないが、支援のことでの疑問、相談はタイムリーに行う事ができた。 
・送迎時等に地域の方とお会いした際には会釈や挨拶をするようにしている。 

 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 
・感染症があり、外部からの来訪者への対応が困難であり、機会をつくれなかった。 
・感染症はあるが、外部へ施設の活動内容を十分に伝えられていない為、ご利用者の面会はあったが、地域 
住民等の訪問がなかったと考える。 

・業務が多忙であり、町内会、婦人会の活動等への参加が難しい。 
・地域に自治会がなく、地域住民との交流がとりにくい。 
・外出の機会は昨年よりも一歩前進したが、機会としては少なかった。 

 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 
町主催の活動やイベントへ行く機会をもち、また地域住民の方との交流を図る。 

 

 
 

６ 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和５年１２月７日（１７：３０～１７：３５） 
 

 

  ７．運営 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 北澤、吉田、久保、寺居、大渕、平田、小籔 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 
個人チェック集計欄 よく 

できている 
なんとか 

できている 
あまり 

できていない 
ほとんど 

できていない 合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 
 
 

１２人 ０人 ０人 ０人 １２人 

 

前回の改善計画  
常にケアリビングくみやまの一員であることを自覚し、地域の方々への挨拶などに努める。 
 

前回の改善計画に対する取組み結果  
ケアリビングくみやまの職員との自覚をもち、地域の方々への挨拶や会話など普段から意識して地域との交

流につなげられる様努めた。 
 

◆今回の自己評価の状況 
個人チェック集計欄 よく 

できている 
なんとか 

できている 
あまり 

できていない 
ほとんど 

できていない 合計（総人数） 

① 
事業所のあり方について、職員として意見

を言うことができていますか？ 
 

４ ８ ０ ０ １２ 

② 
利用者、家族・介護者からの意見や苦情を

運営に反映していますか？ 
 

７ ５ ０ ０ １２ 

③ 
地域の方からの意見や苦情を運営に反映し

ていますか？ 
 

６ ６ ０ ０ １２ 

④ 
地域に必要とされる拠点であるために、積

極的に地域と協働した取組みを行っていま

すか？ 
０ ４ ４ ４ １２ 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 
・ご本人、ご家族からの苦情、相談があれば職員間、母体である病院へ報告、即座に対応し運営に反映でき 

ている。また職員会議、終礼、連絡ノートにて共有、反映した。 
・送迎時等に地域の方とお会いした際には会釈や挨拶し良い印象をもって頂ける様努力した。 
・地域密着型であり、ご近所にお住まいの方が多くおられる為、事業所の一員であることを意識し挨拶など 
 に努めた。また身近に感じて頂ける様努めた。 

 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 
・地域との関わり、協働した取り組みは感染症もあり行えていない。 
・コロナが５類になったとはいえ、まだ地域等のイベントへの参加は現状では難しいと考える。 

 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 
今後も地域の方からのご意見や苦情を運営に反映しながら、積極的に地域との関わりがもてる取り組みを行

う。 
 
 

 
 

７ 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和５年１２月７日（１７：３５～１７：４０） 
 

 

  ８．質を向上するための取組み 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 北澤、吉田、久保、寺居、大渕、平田、小籔 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 
個人チェック集計欄 よく 

できている 
なんとか 

できている 
あまり 

できていない 
ほとんど 

できていない 合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 
 
 

４人 ８人 ０人 ０人 １２人 

 

前回の改善計画  
会議の研修にて e-ランニングを活用し自己啓発に努めると共に、同職種間で注意をし合い介護職の質の向

上に努める。 

前回の改善計画に対する取組み結果  
研修を受けることで新たな知識の吸収となり、質の向上への一歩となった。しかし施設全体として十分な質

の向上に繋がったとは評価し難い。 
 

◆今回の自己評価の状況 
個人チェック集計欄 よく 

できている 
なんとか 

できている 
あまり 

できていない 
ほとんど 

できていない 合計（総人数） 

① 
研修（職場内・職場外）を実施・参加して

いますか 
 

４ ６ ２ ０ １２ 

② 
資格取得やスキルアップのための研修に参

加できていますか 
 

２ ３ ５ ２ １２ 

③ 
地域連絡会に参加していますか 
 
 

１ ０ ２ ９ １２ 

④ 
リスクマネジメントに取組んでいますか 
 
 

３ ７ ２ ０ １２ 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 
・インシデント報告にて、同じインシデントにつなげない努力、介助の向上に努めている。 
・e-ランニング等で勉強し自己啓発に努めている。 
・他職員を信用し、個々の個性を受け入れられる様努力している。 
・職員間で技術や知識を教授し合い自己研鑽に努めた。 

 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 
・職員の人員体制が十分でなく、資格取得のスキルアップの為の研修や他外部研修への参加につながりにく 

い。  
・e-ランニング等で勉強しているが、質の向上まではいっていないと考える。 
・地域連絡会への参加ができていない。 

 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 
e-ランニングを活用した研修で自己啓発に努めることを継続し、研修内容と現場の具体例をリンクさせ考え

意見交換することでより理解を深め、全体の質の向上に努める。444 
 

 

 
 

 

 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和５年１２月７日（１７：４０～１７：４５） 

８ 



 
 

  ９．人権・プライバシー 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 北澤、吉田、中原、大渕、平田 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 
個人チェック集計欄 よく 

できている 
なんとか 

できている 
あまり 

できていない 
ほとんど 

できていない 合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 
 
 

０人 １１人 １人 ０人 １２人 

 

前回の改善計画  
再度「少しお待ちください。」「ちょっと待ってください。」等言葉の拘束を無くす。 

前回の改善計画に対する取組み結果  
職員間で意識をし、取り組んだもののご利用者の対応中や咄嗟の時に「少しお待ちください。」等の発言に

至ることもあった。 
 

◆今回の自己評価の状況 
個人チェック集計欄 よく 

できている 
なんとか 

できている 
あまり 

できていない 
ほとんど 

できていない 合計（総人数） 

① 
身体拘束をしていない 
 
 

１２ ０ ０ ０ １２ 

② 
虐待は行われていない 
 
 

１２ ０ ０ ０ １２ 

③ 
プライバシーが守られている 
 
 

７ ５ ０ ０ １２ 

④ 
必要な方に成年後見制度を活用している 
 
 

５ ６ ０ １ １２ 

⑤ 
適正な個人情報の管理ができている 
 
 

８ ４ ０ ０ １２ 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 
・他ご利用者の状況や職員の人数等々により、言葉の拘束は難しい課題ではあるが、なるべく該当の言葉が 
出ない様留意した。 

・お待ち頂く場合は理由と時間をお伝えし、ご理解を得る様に対応した。またご利用者に寄り添い声掛けを 
 行っている。 
・身体拘束、虐待、プライバシー保護は事業所としてあってはならないと把握している。また研修で振り返 

っている 
・日々の声掛け、言葉遣いに注意し、ケアリビングくみやまでの生活を喜んで頂ける様努めている。 
・個人の尊厳を重く受け止め支援している。 

 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 
・言葉の拘束について、使わない努力をしているが全くは無くなっていない。 
・成年後見制度をご利用されている方がおられない。 
・職員間での情報交換時、ご利用者に聞こえる、記録が見える場所に置いてあるなど配慮が足りないと思う場面もあった。 

 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 
今以上に職員間での情報交換時等プライバシー保護に努め、ご利用者に聞こえない環境での伝達や、職員以外が記録に目が入

らない環境作りに努める。 
  

９ 
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Ａ
．
事
業
所
自
己
評
価
の
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認
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朝
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帳
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。
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。
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ら
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取
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。
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。
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。
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。

 
・

今
後

も
報

連
相

を
念
頭
に

対
応

す
る

。
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、
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取
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。
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．
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入
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く
。
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じ
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。
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。
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。
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入
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。

 



・
事

業
所

を
知
ら

な
い
方

が
入
口

の
門

か
ら

ガ
レ

ー
ジ
や
玄
関

を
見
た

と
こ
ろ

で
、
何

の
事

業
所
か

分
か

り
辛
さ
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あ
る

と
思

う

の
で

、
玄
関

の
ガ
ラ

ス
扉

か
壁
に

「
小

規

模
多

機
能
型

居
宅

介
護
ケ

ア
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ビ
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グ

く

み
や

ま
」
と
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っ

て
、
興
味

を
も

っ
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頂

く
。

 
・

ご
利
用

者
に
楽

し
ん
で
頂
け

る
様
、
午
前

中
の
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暇
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等

の
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ん
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頂
け

る
工
夫
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い
る
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・
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介
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時
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気
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の
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潔
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。
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て

、
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に
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い
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。
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。
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。
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、
地

域
の
イ

ベ
ン
ト
へ

の
参
加

は
感
染
症
の
流

行
か
ら

難
し

い
状
況
で

あ
る

。
 

・
ま

だ
ま

だ
で
は

あ
る
が

、
地

域
の
方
へ
の

挨
拶

や
イ
ベ

ン
ト

に
参
加

で
き
る

よ
う

に

し
て
き

た
。

 
・

地
域
資
源

で
あ

る
音
楽

療
法

を
定
期

的
に

開
催
し

て
い

る
。

 
・

ご
家
族

、
地
域

の
方
々

の
お
困

り
ご

と
や

ご
相
談

に
寄

り
添

い
対
応
で

き
て

い
る

。
 

・
送
迎
時

等
、
地

域
の
方

に
挨
拶

が
で

き
て

い
る
。

 
・
「

分
か

ら
な

い
」

と
い

う
ご

意
見

が
多

く
、

今
後

は
通
信

等
を
通

じ
て

ご
家
族
へ
の

報

告
に
努

め
る

。
 

・
時
期
に

よ
っ
て

は
散
歩

や
お
花

見
等

、
地

域
の
行

事
に

も
参

加
し

て
い

る
。

 
・

地
域
の
方

々
と

の
交
流

の
場

が
少
な

く
、

又
地
域

自
治

体
が

な
い
為
難

し
い

。
 

・
散
歩
や

地
域
の
資
源
で

あ
る
コ

ン
ビ
ニ
へ

の
買

い
物
等

、
月

に
１
度
コ

ン
ビ
ニ
で
食

べ
た

い
物
を

ご
利

用
者
自

身
に
選
ん
で
頂

く
機
会

を
作

っ
て

は
ど

う
か

。
 

・
事

業
所

を
知
っ

て
も
ら

う
様

に
イ
ベ

ン
ト

を
開
催

し
て

は
ど

う
か
。

情
報
発
信
の
工

夫
が
必

要
。

 
・

ご
意
見

や
苦
情

が
あ
っ

た
際

に
は
受

け
止

め
、
職

員
間

で
共

有
し

反
映

し
て

い
く

。
 

・
こ

の
テ

ー
マ
に
関

し
て

の
ご

回
答
は

「
わ

か
ら

な
い
」

が
多

か
っ
た

。
デ
ィ

に
行

く

と
い

う
ス
タ

ン
ス

で
ご
利

用
者
や

ご
家

族

は
捉
え

て
お

ら
れ

る
の
で

、
事
業

所
内

で

過
ご

す
事
自

体
に
違
和
感

を
も
っ

て
お

ら

れ
な

い
が
、
デ
ィ

か
ら
外
へ

出
る

と
い

う

過
ご

し
方
も

あ
り

、
そ
れ

は
散
歩

や
行

事

で
行
動
範
囲

を
広
げ

地
域

の
方
と

出
会

う

機
会

と
な
り

、
そ
れ

も
デ
ィ

の
支

援
で

あ

る
こ

と
を
理
解
し

て
頂
け

る
様
広

報
に
工

夫
が
い

る
と

思
っ

た
。

 
・

ま
だ
ま

だ
地
域
参

加
や

地
域

の
方
々

と
の

交
流
の

機
会

の
少

な
さ

を
感

じ
る

。
 

・
運
営
推
進

会
議

で
の
報
告
や
書

面
を
通
じ

て
、

ご
家
族

に
は
施
設
の
現
状
や

取
り

組

み
を
紹

介
、

報
告

し
て
い

て
も
中

々
施
設

内
で

の
行
事

や
職

員
の
動

き
を
見

て
頂

け

・
日
曜
日
、
祭
日
以
外
に

も
地
域

の
催
し

が

開
催

さ
れ
て

い
る
時

は
、
日
勤
帯

の
業
務

を
分
担

し
、

ご
利
用

者
と

共
に
参

加
で
き

る
時
間

を
設

け
る
様
努
力
す

る
。

 



て
い
な

い
の

で
、
伝
わ

り
に

く
さ

を
 

 
感
じ

た
。

 
・

ご
家
族

の
方
や

ご
近
所

の
方
へ

、
音
楽
療

法
開
催

時
に
通
知

し
参
加

し
て
頂

く
の

は

ど
う
か

。
 

Ｄ
．
地
域
に
出
向
い
て

 
本
人
の
暮
ら
し
を

 
支
え
る
取
組
み

 

・
感
染
対
策

を
行

い
、
地

域
の

行
事
参

加
に

つ
な
げ

る
。

 
・

近
隣

に
介

護
に

対
し

て
不
安
を
抱
え

て
い

る
方
が

い
ら

っ
し
ゃ
っ

た
ら

、
積
極
的

に

関
わ
り
不
安

を
取

り
除

け
る
様
支

援
す

る
。

 

・
ご

利
用

者
、
ご

家
族
に

は
デ
ィ

に
行

っ
て

い
る

と
い
う

感
覚

で
お
ら
れ

、
地

域
に

出

向
い

て
い
る

等
分

か
ら
な

い
の
で

は
と

思

う
。

 
・

地
域
の
イ

ベ
ン
ト

や
、

法
人

の
祭
り

、
地

域
の
資
源
（
カ
ッ
ト

、
買

い
物
等

）
へ

の

参
加
及

び
利

用
が

で
き

た
。

 
・

ご
本
人

の
暮
ら

し
を
支
え
る
べ

き
取

り
組

み
は

出
来
て

い
る

。
し
か

し
な
が

ら
感
染

症
は
少

し
緩
ん
で

は
い
る

が
、
や

は
り
全

て
に

お
い
て

行
事

等
へ
の
参

加
は

難
し

い

も
の
が

あ
る

。
 

・
業
務
に

終
わ
れ

、
地
域

に
出

向
く
方

法
を

考
え

る
余
裕

が
な

か
っ
た

。
今
後

は
で

き

る
方
法

を
検
討
す

る
。

 
・

項
目
４

の
ご
利

用
者
以
外
の
心
配
を
抱
え

て
い

る
方
の
訪
問

は
ほ
ぼ
無

く
、
関
わ
れ

て
い

な
い
。

地
域

の
方
か

ら
は
、

サ
ー

ビ

ス
内
容

は
知

っ
て
頂

け
て

い
な
い

か
も

し

れ
な
い

が
介

護
施
設
が

あ
る

こ
と

は
 

 
知
っ

て
頂

け
て

い
る

と
思

う
。

 

・
独
居

の
方

で
民
生
委

員
や
役
場

の
方

と
連

携
を
と

り
関
わ
る
様
に

し
て

い
る

。
 

・
地
域

に
出

向
く

と
い

う
体
制
作

り
が

必
要

か
も
し
れ
な

い
が

、
現
状
難

し
い

。
業
務

の
忙
し

さ
に

加
え

人
材
不
足

も
歪

め
な

い
。

 
・
季
節

に
応

じ
て

の
行

事
、
花
見

、
散
歩
、

イ
ベ
ン
ト
へ

の
参

加
、
コ
ン

ビ
ニ

で
の

お

や
つ
選

び
等
楽
し
ん
で
頂
け

る
様

な
行

事

を
増
や

し
た

い
。

感
染
症
対
策
も
大
切

で

は
あ
る

が
、
毎
日
同
じ

事
の
繰
り
返
し

の

生
活
で

は
な

く
外

出
す

る
楽

し
み

を
も

っ

て
頂
き

た
い

。
 

・
昔
馴
染
み

の
散
髪
屋
へ
行

き
た

い
と

い
う

ご
要
望

が
あ
れ
ば
実
行

し
て

い
る

。
 

・
ご
利

用
者

と
の

会
話

の
中

で
、

ご
本

人
の

暮
ら
し
方
を

把
握

し
情

報
共

有
に

努
め

、

地
域
と

の
関
わ
り

が
途
切
れ

な
い
様
に

支

援
す
る

。
 

・
お
泊
り
中
心

の
ご

利
用

者
の

支
援

と
し

て
、

地
域

に
出

向
く

こ
と

も
念
頭

に
置

き
た

い
。

 

・
引
き
続
き

感
染
予
防

対
策

に
努

め
、

地
域

行
事
等
へ
率
先
し

て
参

加
し

、
ケ

ア
リ

ビ

ン
グ
く

み
や

ま
の
通
信

を
通

じ
て

、
ご

家

族
へ
の

報
告

に
つ

な
げ

、
通

い
時

の
過

ご

し
方
を

知
っ

て
頂

く
。

 

Ｅ
．
運
営
推
進
会
議
を

 
活
か
し
た
取
組
み

 

・
感
染
症

対
策
を
徹
底
し

な
が

ら
、
久

御
山

町
役
場
職

員
、
地

域
包
括

支
援
セ

ン
タ

ー
、

職
員

、
地

域
の
方

、
ご
利

用
者

、
ご
家

族
を

交
え

て
、

地
域
の
資
源
や
課
題

を
見
つ

け
話

し
合

い
、

よ
り
よ

い
介
護

の
支

援
に
つ

な
げ

る
。

 
・

介
護
で
困

っ
て

い
る
方

が
い

ら
っ
し
ゃ
っ

た
際

に
は

、
相
談

の
場
を

も
ち

ご
本
人

、
ご

家
族

が
安
心

で
き

る
生
活

を
送
れ

る
様

支
援

す
る
。

 

・
運
営
推
進

会
議

に
参
加
下
さ

っ
て
い

る
方

達
、

ご
利
用

者
、

ご
家
族

を
交
え
何
か

に

取
り
組

む
こ

と
を
検
討

し
て

は
ど

う
か
。

 
・
運
営
推
進

会
は

常
に
良
好
に

行
わ
れ

て
い

る
と

思
う
。

感
染
症

の
流

行
時
に

は
、

事

業
所

の
状
況

を
書

面
に
ま

と
め
配
布
し

て

い
る
。

 
・

ご
家
族

の
意
見

を
聞
く

こ
と

が
で
き

、
今

後
の

取
り
組

み
に

つ
い
て

も
色
々

な
ア
イ

デ
ア

や
相
談

事
を
話

し
合
え

る
場

が
も

て

て
い
る

。
 

・
地

域
の
方

か
ら

の
苦
情

が
あ
れ
ば
、

改
善

の
意
識

を
も

っ
て

取
り

組
ん

で
い

る
。

 
・「

い
い
え

」
と
言
う

ご
意

見
が

あ
る
こ

と
を

真
摯
に

受
け
止
め

改
善

す
る

。
 

・
感
染
症
で
毎
回
運
営
推
進

会
議

を
開
催
出

来
て
い

な
い

が
、

会
議

に
て

ご
意

見
が

あ

っ
た
こ

と
に

対
し

て
は
頑
張

っ
て

取
り

組

め
た
。

今
後

も
改

善
点

が
あ
れ
ば
即
座

に

改
善
す

る
。

 
・

感
染
症
に
十
分
配
慮

の
上

出
来

る
限

り
話

し
合
い

の
場

を
設

け
る

必
要
性
を

感
じ

て

い
る
。

 
・

久
御

山
町
役
場

職
員

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ
ー

、
ご

家
族

、
ご

利
用

者
、

職
員

と

の
情
報

共
有

が
で

き
、

よ
り
良
い

支
援

に

つ
な
が

っ
て

い
る

。
 

・
運
営
推
進

会
議

に
参

加
さ
れ
た

ご
家

族
と

ご
利
用

者
を
交
え
レ
ク

リ
ェ

ー
シ
ョ
ン

を

楽
し
ん

で
頂

く
場

を
設

け
る

こ
と

で
、

事

業
所
の
雰
囲
気
を
味
わ

っ
て
頂
け

る
の

で

は
な
い

か
。

 

・
運
営
推
進

会
議
で
幅
広

い
ご

意
見

を
求

め
、

職
員

会
議
等

で
そ
の
内
容

を
取
り
上
げ
、

情
報

の
共
有

ご
意
見

の
内
容

を
把

握
し
た

上
で
の
実
行

に
努

め
る

。
 



Ｆ
．
事
業
所
の

 
防
災
・
災
害
対
策

 

・
職

員
が
避

難
ル

ー
ト
、
通
報
手
順
を

理
解

で
き
る
様
に

す
る

。
 

・
防
災
の

取
り
組

み
を
ケ

ア
リ

ビ
ン
グ

く
み

や
ま
通
信
を
通
し

て
知

っ
て
頂
く

。
 

・
消
防
訓
練

は
参

加
し
て

い
る

が
、
自
治
体

の
訓
練

に
は

自
治

会
が
無

い
の
で
参
加

で

き
な
い

。
 

・
近

隣
の

久
御
山
消
防
署

で
の
蘇
生
訓
練
、

事
業

所
で
の
避
難
訓
練
を

定
期
的

に
実
施

し
て
い

る
。

 
・
定
期
的
（

年
２

回
）
に
防
災
訓
練

を
行

い
、

迅
速

に
ご
利

用
者

を
避
難
ル

ー
ト

に
誘
導

し
、

ま
た
消
防
署
へ

の
通

報
手
順

を
理
解

し
対
応

で
き

る
様

、
職
員
全

員
で

努
め

て

い
る
。

 
・

地
域
の
方

に
も
消
防
訓
練
に
参

加
し

て
頂

け
る
様

、
お
声
が

け
を

し
て

は
ど

う
か

。
 

・
風
水
害

、
地
震

時
の
避

難
訓
練

を
取

り
組

ん
で
い

き
た

い
。

 
・
防
災
訓
練

は
し

て
い
る

が
、
外
部
へ

の
報

告
は

で
き
て

い
な

い
の
で

知
っ
て
頂
け

て

い
な

い
。
知

っ
て
頂

く
た

め
に
チ
ラ
シ

等

で
の
ご
案
内

を
し

て
は
ど
う

か
。

 

・
手
順

は
分

か
っ

て
い

る
つ

も
り
だ
が

、
実

際
に
災
害
が

お
こ

る
と
混
乱

し
て

し
ま

う

と
思
う

。
 

・
ご
家

族
も
参
加

し
て
頂
け

る
機

会
が

も
て

る
方
法

を
皆

で
検
討
し

た
い

。
 

・
職
員
全
員

が
避

難
ル

ー
ト

を
徹
底
し

て
把

握
す
る

必
要

が
あ

り
、
夜
勤
時
は

１
人

体

勢
に
て

常
に
災
害

時
の
趣
味
レ
ー
シ
ョ

ン

を
す
る

こ
と

が
大

事
。
今
後

も
防
災
訓
練

の
継
続

が
必

要
。

 
・

前
回

の
改

善
計

画
に

あ
る

「
職

員
が
避
難

ル
ー
ト

、
通

報
手
順
を

理
解

す
る

」
と

い

う
こ
と

が
十

分
に
周
知

出
来

て
い

な
い

の

で
は
。
私
自

身
が

き
っ
ち
り

と
把

握
で

き

て
い
な

い
為

、
再

度
の

計
画

と
し

職
員
誰

も
が
理
解
し
尋
ね

ら
れ

た
際

に
は

、
確
実

に
答
え

ら
れ

る
様

に
し

た
い

。
 

・
環
境
整
備

を
行

い
、
避
難

の
支
障
に

な
る

も
の
を

取
り
除
く

。
 

・
防
災
月
間

に
水
害

や
地
震
に

対
す
る
防
災

計
画
を

会
議

で
共

有
す

る
。

 

・
職
員

が
避

難
ル

ー
ト

、
通

報
手
順
を

理
解

す
る
。

 
・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
基
づ

い
た
研
修

を
行

い
、
災
害

時
に
は

的
確

に
行
動
で

き
る

知
識

や
行
動

を
身
に

つ
け

る
。

 

 


